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呉
地
地
区
と
呉
市
苗

代
町
の
境
に
そ
び
え
る

藤
ノ
木
山（
標
高
474
ｍ
）

は
、
三
石
山
と
石
獄
山

の
間
に
単
独
し
て
位
置

す
る
。
熊
野
側
か
ら
見

る
と
、
独
立
し
た
小
さ

な
山
に
見
え
る
が
、
苗

代
側
へ
縦
に
長
い
４
つ

の
峰
が
連
な
る
。

　

熊
野
側
（
中
溝
地
区

方
面
）
よ
り
望
め
ば
、

双
子
の
峰
が
お
尻
の
形

に
見
え
る
た
め
、
通
称

「
ケ
ツ
山
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。

　

登
山
道
入
口
は
旧
呉

地
プ
ー
ル
手
前
の
呉
地

川
に
架
か
る
橋
を
渡
っ

た
付
近
に
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
、
中
国
電

力
の
管
理
道
を
鉄
塔
沿

い
に
南
峰
を
目
指
す
。

　

途
中
、
ア
ッ
プ
・
ダ

ウ
ン
が
多
い
た
め
キ
ツ

い
道
程
で
あ
る
が
、
数

カ
所
あ
る
小
川
が
、
疲

れ
た
心
を
ホ
ッ
と
さ
せ

て
く
れ
る
。

　

ま
ず
、
前
藤
ノ
木
山

に
着
く
と
、
少
し
迂
回

し
、
尾
根
沿
い
に
南
峰

ま
で
歩
く
。
南
峰
か
ら

山
頂
を
抜
け
、
北
峰
か

ら
登
山
道
入
口
付
近
へ

繋
が
る
出
口
を
目
指
し

下
山
し
た
。

　

前
藤
ノ
木
山
・
南
峰

で
は
、
苗
代
市
街
を
一

望
で
き
、
北
峰
で
は
正

面
に
熊
野
市
街
、
右
に

「
呉
地
ダ
ム
」、左
に「
な

み
だ
岩
」
を
同
時
に
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

急
傾
斜
地
も
あ
り
、

長
く
続
く
登
山
道
な
の

で
、
体
力
と
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
登
山
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

取
材
／
広
報
特
別
委
員
会

くまの議会だより　第103号 ⑯

　

97
号
か
ら
議
会
審
議

（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）
の
ペ
ー
ジ

に
議
員
の
質
疑
の
欄
を
加
え

て
、
審
議
の
状
況
が
見
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

今
号
か
ら
、
委
員
会
活
動

の
欄
を
大
幅
に
増
や
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
95
号
か
ら
始
め
た

山
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
で
第

９
回
に
な
り
ま
し
た
。
昨
今

の
山
ブ
ー
ム
、
歩
い
て
見
ら

れ
ま
し
た
か
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
よ
り

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、
町
政
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

諏
訪
本　

光

あ

と

が

き

「くまの議会だより」は
再生紙を使用しています。

「くまの議会だより」は再生紙に「ソイシール」の認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

次の定例会は

議会だより題字

表紙写真

小田原正龍さん

輝け！熊野町スポーツ少年団
（熊野空手スポーツ少年団）

開会を予定しています
9月12日（火曜日）

苗
代
側
の
風
景

▼

長
く
続
く
登
山
道

▼

北
峰
か
ら
熊
野
を
望
む

▲


